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概要
概要
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanixは、シスコのクラス最高のコンピュー
ティング（Cisco Unified Computing System）、データセンター ネットワーキング、および SaaS インフラス
トラクチャ管理プラットフォーム（Cisco Intersight）と、市場をリードする Nutanix のハイパーコンバージ
ド ストレージ ソフトウェアである Nutanix Cloud Platform を統合したハイパーコンバージド インフラスト
ラクチャ ソリューションです。

Nutanix ファミリ アプライアンスを使用した Cisco コンピューティング ハイパーコンバージドは、さまざま
な構成で Nutanix クラスタを形成するためのノードとして展開できる、事前設定された UCS サーバーを提供
します。各サーバー アプライアンスには、UCS サーバー ファームウェア、ハイパーバイザ（Nutanix AHV 
または VMware ESXi）、およびハイパーコンバージド ストレージ ソフトウェア（Nutanix AOS）の 3 つのソ
フトウェア レイヤが含まれています。

物理的には、ノードはクラスタに展開され、クラスタは 3 つ以上の HCIAF240C M6 All-Flash サーバーで構成
されます。これらは、Cisco UCS® ファブリック インターコネクトのペアによって単一のシステムに統合さ
れ、汎用展開およびミッションクリティカルな高性能環境をサポートするクラスタを構成します。

HCIAF240C M6 All-Flash サーバーは、シスコのコンピューティング ハイパーコンバージド ポートフォリオの
機能を 2U フォームファクタで拡張し、第 3 世代 Intel® Xeon® Scalable Processors（Ice Lake）、3200 MHz 
DDR4 DIMM 用 CPU あたり 16 DIMM スロットを追加した DIMM あたりの容量は最大 256GB になります。

クラスタの拡張：

Nutanix クラスタは、わずか 3 台のサーバー（ノード）で構成でき、Nutanix で文書化されているクラスタ
サーバーの最大数までスケールアウトできます。 

ドライブ：

■ HCIAF240C-M6SX（All Flash））（1 ページ 3 を参照）：

■ 最大 24 台の前面 SFF SAS / SATA SSD。

ドライブ コントローラ：

サーバーには次の内部スロットがあります。

■ Cisco 12G SAS パススルー HBA 用の 2 つのスロット。各 HBA 最大 16 台の SAS/SATA ドライブを制御
します

HCIAF240C M6 All-Flash サーバーには、2 つの LOM ポート（10Gbase-T LOM）と 1 つの 1GBE 管理ポートが
あります。モジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）モジュールは、最大 2 個の 100GBE ポートを備えて
います。シャーシ前面のコネクタは KVM 機能を提供します。

HCIAF240C M6 All-Flash サーバーのすべての構成の前面図と背面図については、図 1、（3 ページ） を参照し
てください。

注：1 ノードクラスタと 2 ノードクラスタは、このソリューションではサポートされ
ていません。
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix 2



概要
図 1   Cisco HCIAF240C M6 All-Flash サーバー

HCIAF240C-M6SX（All Flash）
24 台の前面ドライブは SAS/SATA

正面図（詳細は 図 2、（4 ページ） を参照）

背面図（すべてのスロットが未実装 - 詳細は 図 3、（5 ページ） を参照）

Riser 1A Riser 2A Riser 3A/3C
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix3



詳細図
詳細図

シャーシ前面図 - HCIAF240C-M6SX（All-Flash）
図 2 に、24 台の前面ドライブで構成された HCIAF240C-M6SX（All Flash）サーバーの前面図を示します。

図 2   シャーシ前面図 - HCIAF240C-M6SX（All-Flash）

1 ドライブ ベイ 1 ～ 24 は SAS/SATA ソリッド 
ステート ドライブ（SSD）のみをサポートし
ます。

6 ファン ステータス LED

2 KVM コネクタ
（USB 2.0 X 2、VGA X 1、シリアル コネクタ 
X 1 を装備した KVM ケーブルで使用）

7 温度ステータス LED

3 電源ボタン / 電源ステータス LED 8 電源装置ステータス LED

4 ユニット識別ボタン /LED 9 ネットワーク リンク アクティビティ LED

5 システム ステータス LED - -
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix 4



詳細図
シャーシ背面図：HCIAF240C-M6SX（All Flash）
図 3 シャーシ背面図：HCIAF240C-M6SX（All Flash）

1 次の 2 つのライザー 1 オプションがあります。
ライザー 1A（CPU1 制御）

■ 次の 3 個の PCIe スロットをサポートします。
• スロット 1 = フルハイト、3/4 レングス、x8、NCSI

• スロット 2 = フルハイト、フルレングス、x16、NCSI

• スロット 3 = フルハイト、フルレングス、x8、NCSI なし

7 COM ポート（RJ45 コ
ネクタ）

2 ライザー 2A（CPU2 制御）
■ 次の 3 個の PCIe スロットをサポートします。

• スロット 4 はフルハイト、3/4 レングス、x8

• スロット 5 はフルハイト、フルレングス、x16

• スロット 6 はフルハイト、フルレングス , x8

8 1GBE 専用イーサネッ
ト管理ポート

3 ライザー 3 には 3 つのオプションがあります。 

ライザー 3A（CPU2 制御）
■ 次の 2 個の PCIe スロットをサポートします。

• スロット 7 = フルハイト、フルレングス、x8、NCSI なし
• スロット 8 = フルハイト、フルレングス、x8、NCSI なし

ライザー 3C（GPU 用 CPU2 コントロール）
■ 1 個のフルハイト、フルレングス、ダブル幅 GPU（PCIe ス

ロット 7 のみ）、x16

■ スロット 8 はダブル幅 GPU でブロックされています

9 -10 デュアル 1/10GBE 
イーサネット ポート 

（LAN1、LAN2）
LAN1 は左側のコネク
タ、
LAN2 が右側のコネク
タ

4 モジュール型 LAN on Motherboard（mLOM）カード スロット（x 16） 11 USB 3.0 ポート（2 個）
5 システム ID プッシュボタン /LED 12 電源（2 台）
6 VGA 表示ポート（DB15 コネクタ） - -
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix5



詳細図
注：

■ 特定のライザー スロットの GPU サポートについては、表 15（28 ページ）を参
照してください。

■ 詳細については、ライザー カードの設定とオプション（48 ページ）を参照して
ください。
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix 6



サーバ本体の標準機能と特長
7

サーバ本体の標準機能と特長
表 1 にサーバ本体の機能と特徴を示します。サーバの構成方法（プロセッサ数、ディスク ドライブ、メモ
リ容量など）については、サーバの構成（9 ページ） を参照してください。

表 1   機能および特長 

機能 
特長 説明

シャーシ 2 ラック ユニット（2RU）シャーシ
CPU 1 台または 2 台の第 3 世代 Intel® Xeon® スケーラブル プロセッサ（Ice Lake）
チップセット Intel® C621A シリーズチップセット
メモリ レジスタード DIMM（RDIMM）または低負荷 DIMM（LRDIMM）用の 32 スロット
マルチビット
エラー保護

このサーバはマルチビット エラー保護をサポートします。

ビデオ Cisco Integrated Management Controller（CIMC）は、Matrox G200e ビデオ / グラフィッ
クス コントローラを使用してビデオを提供します。

■ ハードウェア アクセラレーションを備えた内蔵 2D グラフィックスコアです。
■ 組み込み DDR メモリ インターフェイスは最大 512 MB のアドレス可能メモリをサ

ポートします（デフォルトで 8 MB がビデオ メモリに割り当てられます）
■ 最大 1920 X 1200 16bpp、60Hz のディスプレイ解像度をサポートします。
■ 高速な内蔵 24 ビット RAMDAC

■ 第 1 世代の速度で動作するシングル レーン PCI-Express ホスト インターフェイス
電源サブシス
テム

以下のホットスワップ可能な電源ユニットから最大 2 つ選択できます。
■ 1050 W（AC）
■ 1050 W（DC）
■ 1600 W（AC）
■ 2300 W（AC）

最低 1 台の電源ユニットが必須です。さらに 1 台を追加して 1 + 1 の冗長性を確保でき
ます。

前面パネル 前面パネルコントローラはステータスインジケータおよびコントロールボタンを装備し
ています。

ACPI このサーバは、Advanced Configuration and Power Interface（ACPI）6.2 規格をサポート
しています。

ファン ホットスワップ可能なファン（前面から背面への冷却用エアーフロー）X 6
拡張スロット ■ ライザー 1A（3 PCIe スロット）

■ ライザー 2A（3 PCIe スロット）
■ ライザー 3A（2 PCIe スロット）
■ ライザー 3C（フルレングス、ダブル幅 GPU 1 個）

注： すべてのライザーがすべてのサーバ設定オプションで使用できるわけではありま
せん。

ライザー 1、ライザー 2、およびライザー 3 の詳細については、ライザー カードの設定
とオプション（48 ページ） を参照してください。
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix



サーバ本体の標準機能と特長
インターフェ
イス

■ 背面パネル
• 1 つの 1Gbase-T RJ-45 管理ポート
• 2 つの 10Gbase-T LOM ポート
• RS-232 シリアル ポート（RJ45 コネクタ）x 1

• DB15 VGA コネクタ × 1

• USB 3.0 ポートコネクタ x 2

• 各種のインターフェイス カードを搭載できるフレキシブル モジュール型 LAN on
Motherboard（mLOM）スロット x 1

■ 前面パネル
• KVM コンソールコネクタ x 1（USB 2.0 コネクタ x 2、VGA DB15 ビデオコネクタ

x 1、シリアルポート（RS232）RJ45 コネクタ x 1 を装備）
内部ストレー
ジ デバイス

ドライブ ストレージ：
HCIAF240C-M6SX（All Flash）：

■ 2 ～ 24 個の SAS/SATA SSD または 2 ～ 24 個の SED SAS/SATA SSD
組み込み管理
プロセッサ 

Cisco Integrated Management Controller（CIMC）ファームウェアを実行するベースボー
ド管理コントローラ（BMC）。
CIMC の設定に応じて、1GE 管理専用ポート、1GE/10GE LOM ポート、または Cisco 仮想
インターフェイス カード（VIC）を介して CIMC にアクセスできます。
CIMC は、インストール時に Cisco 12G SAS HBA などのサーバー内の特定のコンポーネン
トを管理します。 

ストレージコ
ントローラ

2 個の 12G SAS HBA を専用スロットに接続します。 

■ Cisco M6 12G SAS HBA：
• RAID はサポートされません
• JBOD/ パススルー モードのサポート
• 各 HBA 最大 16 台の内蔵 SAS/SATA ドライブをサポートします

モジュール型
LAN on
Motherboard

（mLOM）ス
ロット

マザーボードの mLOM 専用スロットには、次のカードを柔軟に装着できます。
■ Cisco 仮想インターフェイス カード

Intersight Intersight は、サーバ管理機能を提供します。
CIMC Cisco Integrated Management Controller 4.2(3g) 以降

機能 
特長 説明
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix 8



サーバの構成
サーバの構成
HCIAF240C M6 All-Flash サーバーを設定するには、次の手順を実行します。

■ ステップ 1 サーバーの型番を確認するページ 10

■ ステップ 2 展開モードを選択する（必須）ページ 11

■ ステップ 3 ライザーカードを選択する（必須）ページ 12

■ ステップ 4 CPU を選択するページ 13

■ ステップ 5 メモリを選択するページ 17

■ ステップ 6 ドライブ コントローラの選択ページ 22

■ ステップ 7 ドライブを選択するページ 23

■ ステップ 8 CISCO コンピューティング ハイパーコンバージド接続モードを選択する（必須）
ページ 25

■ ステップ 9 オプション カードを選択しますページ 26

■ ステップ 10 GPU カードの注文（オプション）ページ 28

■ ステップ 11 電源ユニットを注文するページ 29

■ ステップ 12 入力電源コードを選択するページ 30

■ ステップ 13 工具不要レール キットとオプションのリバーシブルなケーブル マネジメント 
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サーバの構成
ステップ 1 サーバーの型番を確認する

サーバの製品 ID（PID）を表 3 から選択します。

表 2   主要ラインのバンドル（MLB）の PID

製品 ID（PID） 説明
HCI-M6-MLB Nutanix MLB を使用したシスコ コンピューティング ハイパーコンバージド M6

このメジャー ライン バンドル（MLB）は、Cisco コンピューティング ハイパー
コンバージド サーバーと、Intersight および Nutanix ソフトウェア PID で構成
されます。

表 3   HCIAF240C M6 All-Flash サーバーの PID

製品 ID（PID） 説明
HCIAF240C-M6SX1

（All-Flash）

注：
1. この製品は、承認されたバンドル以外から購入してはなりません（MLB の下で注文してください）。 

Cisco コンピューティング ハイパーコンバージド HCIAF240C M6 All-Flash サー
バー

■ 24 ドライブ バックプレーンを含む。
■ フロントローディング ドライブ ベイ 1 ～ 24 で 2.5 インチ SAS/SATA ドライ

ブをサポート。
■ 電源、CPU、メモリ（DIMM）、ドライブ、SD カード、ライザー 1、ライザー

2、ライザー 3、工具不要レール キット、または PCIe カードは含まれません。

注：以降の手順に従い、必要なコンポーネントをサーバに追加してください。
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サーバの構成
ステップ 2 展開モードを選択する（必須）

展開モードを選択します

使用可能な展開モードは、表 4 に示すとおりです。

表 4   使用モード

製品 ID（PID） 説明
HCI-FI-MANAGED-M6 FI によって管理されるサーバーの展開モード

注：

ファブリック インターコネクトを備えた HCI データセンター：
■ この展開オプションでは、UCS Manager モードで動作する Cisco ファブリック イ

ンターコネクトにサーバーを接続します。このタイプの展開のインストールは、
Nutanix Foundation VM を使用して実行されます。

■ IMC スタンドアロン、Intersight スタンドアロン、および Intersight 管理モードは、
現在このソリューションではサポートされていないため、FI を備えた UCS Manager
を使用する必要があります。 

■ このソリューションでは、UCS 第 4 世代ファブリック インターコネクト（6454、
64108）がサポートされています。 
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サーバの構成
ステップ 3 ライザーカードを選択する（必須）

表 5 からライザーを選択します。

詳細については、ライザー カードの設定とオプション（48 ページ）を参照してください。

表 5   ライザーの PID

製品 ID（PID） 説明
HCI-RIS1A-240M6

（デフォルトライザー）
C240 M6 ライザー 1A（CPU1 で制御）

■ PCIe スロット 1（下部スロット）：フルハイト、長さ 3/4、NCSI

■ PCIe スロット 2（中央のスロット）：フルハイト、フルレングス
（GPU カード）、x16、NCSI

■ PCIe スロット 3（上部スロット）：フルハイト、フルレングス、x8
UCSC-RIS2A-240M6

（デフォルトライザー）
C240 M6 ライザー 2A（CPU2 で制御）

■ スロット 4（底面のスロット）: フルハイト、3/4 レングス、x8、NCSI

■ スロット 5（中央のスロット）：フルハイト、フルレングス（GPU カー
ド）、x16、NCSI

■ スロット 6（上部スロット）: フルハイト、フルレングス、x8
HCI-RIS3A-240M6

（デフォルトライザー）
C240 M6 ライザー 3A（CPU2 で制御）

■ スロット 7（上部スロット）: フル ハイト、フルレングス、x8

■ スロット 8（上部スロット）: フルハイト、フルレングス、x8
HCI-RIS3C-240M6

（GPU ライザー）
C240 M6 ライザー 3C（CPU2 で制御）

■ スロット 7 は、1 つのフルハイト、フルレングス、ダブル幅の GPU
（PCIe スロット 7 のみ）、x16

■ スロット 8 が倍幅 GPU によってブロックされる

注：

■ ライザー 1B および 3B は、このソリューションではサポートされていません。SSD を
装着できるのは、24 個の前面ドライブ スロットのみです。

■ カードが取り付けられていない PCIe スロットがある場合は、そのスロットのブラン
キング パネルを注文する必要があります（UCSC-FBRS2-C240M6 = ライザー 2 の場合、
UCSC-FBRS3-C240M6 = ライザー 3 の場合）。
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サーバの構成
ステップ 4 CPU を選択する

CPU の標準機能は次のとおりです。

■ 第 3 世代 Intel® Xeon® Scalable Processor（Ice Lake）

■ Intel® C621A シリーズ チップセット

■ 最大 60 MB のキャッシュ サイズ

■ 最大 40 コア

CPU を選択する

利用可能な CPU を次に示します： 表 6

表 6   使用可能な CPU

製品 ID（PID）
クロック
周波数
GHz

消費電力
（W）

キャッ
シュサイ
ズ（MB）

コア
UPI1 リンク
（GT/s）

サポートする DDR4
DIMM の最大クロック

（MHz）2

8000 シリーズ プロセッサ
HCI-CPU-I8380 2.3 270 60 40 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8368 2.4 270 57 38 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8362 2.8 265 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8360Y 2.4 250 54 36 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8358P 2.6 240 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8358 2.6 250 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8352Y 2.2 205 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8352V 2.1 195 54 36 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I8352M 2.3 185 48 32 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I8352S 2.2 205 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I8351N3 2.4 225 54 36 0 2933

6000 シリーズ プロセッサ
HCI-CPU-I6354 3.0 205 39 18 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6348 2.6 235 42 28 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6346 3.1 205 36 16 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6342 2.8 230 36 24 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6338N 2.2 185 48 32 3 at 11.2 2666

HCI-CPU-I6338T 2.1 165 36 24 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6338 2.0 205 48 32 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6336Y 2.4 185 36 24 3 at 11.2 3200

HCI-CPU-I6334 3.6 165 18 8 3 at 11.2 3200
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サーバの構成
HCI-CPU-I6330N 2.2 165 42 28 3 at 11.2 2666

HCI-CPU-I6330 2.0 205 42 28 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I6326 2.9 185 24 16 3 at 11.2 3200

HX-CPU-I6314U4 2.3 205 48 32 0 3200

HCI-CPU-I6312U5 2.4 185 36 24 0 3200

5000 シリーズ プロセッサ
HCI-CPU-I5320T 2.3 150 30 20 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I5320 2.2 185 39 26 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I5318N 2.1 150 36 24 3 at 11.2 2666

HCI-CPU-I5318S 2.1 165 36 24 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I5318Y 2.1 165 36 24 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I5317 3.0 150 18 12 3 at 11.2 2933

HCI-CPU-I5315Y 3.2 140 12 8 3 at 11.2 2933

4000 シリーズ プロセッサ
HCI-CPU-I4316 2.3 150 30 20 2 at 10.4 2666

HCI-CPU-I4314 2.4 135 24 16 2 at 10.4 2666

HCI-CPU-I4310T 2.3 105 15 10 2 at 10.4 2666

HCI-CPU-I4310 2.1 120 18 12 2 at 10.4 2666

HCI-CPU-I4309Y 2.8 105 12 8 2 at 10.4 2666

注：
1. UPI = Ultra Path インターコネクト
2. 一部の CPU について、表 8（18 ページ） に示すメモリアクセス速度よりも高速または低速な DIMM を選択した場

合、DIMM のクロック速度は、CPU 側のメモリアクセスクロックと DIMM クロックのうちの低い方になります。
3. HCI-CPU-I8351N CPU の最大数は 1 です
4. HCI-CPU-I6314U CPU の最大数は １ です
5. HCI-CPU-I6312U CPU の最大数は １ です

注意：28o C [82.4o F] 以上で動作する第 3 世代 Intel® Xeon® Scalable 
Processors (Ice Lake) で構成するシステムの場合、ファン障害があるか、
Intel® Advanced Vector Extensions 512（Intel® AVX-512）などの重い命令セッ
トを多用してワークロードを実行すると、システムイベントログ （SEL） に
記録された関連イベントで熱障害やパフォーマンス障害が発生する場合があ
ります。 

NVIDIA A10 または A100 GPU が取り付けられているか、リア HDD が取り付
けられている場合、28oC（82.4o F）の制限が 25oC（77oF）に変更されます。

表 6   使用可能な CPU

製品 ID（PID）
クロック
周波数
GHz

消費電力
（W）

キャッ
シュサイ
ズ（MB）

コア
UPI1 リンク
（GT/s）

サポートする DDR4
DIMM の最大クロック

（MHz）2
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サーバの構成
表 7   CPU サフィックス

CPU サフィックス 説明 特長

N 最適化されたネット
ワーキング

L3 転送、5G UPF、OVS DPDK、VPP FIB ルータ、VPP IPsec、
Web サーバ / NGINX、vEPC、vBNG、vCMTS などのネット
ワーキング アプリケーションでの使用に最適化されていま
す。SKU は基本周波数が高く、TDP が低く、最適なパ
フォーマンス / ワットを実現します。 

L クラウド最適化 クラウド IaaS 環境向けに特別に設計された SKU は、制約
された TDP でより高い周波数を提供します。 

V クラウド最適化 クラウド環境向けに特別に設計された SKU は、高いラック
密度を実現し、TCO $ あたりの VM/ コアを最大化します。 

T High T ケース Network Environment-Building System（NEBS）環境向けに
設計された SKU 

U 1 ソケット最適化 コア、メモリ帯域幅、およびシングル プロセッサから利用
可能な IO 容量によって適切に提供されるターゲット プ
ラットフォーム向けに最適化

S 最大 SGX エンクレー
ブ サイズ

最大 SGX エンクレーブ サイズ（512GB）をサポートし、
ワークロードまたはサービスの最も機密性の高い部分を強
化および保護します

M メディアと AI の最
適化

メディア、AI、HPC セグメントを最適化して TDP を低く
し、周波数を上げて高いパフォーマンスを実現します

Y 速度選択：パフォー
マンス プロファイル

Intel® Speed Select テクノロジーは、特定のコア数に対し
て保証された基本周波数を設定し、このパフォーマンス プ
ロファイルを特定のアプリケーション / ワークロードに割
り当てて、パフォーマンス要件を保証する機能を提供しま
す。また、実行時に設定を構成し、追加の周波数プロファ
イル設定の機会を提供します。
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サーバの構成
サポートされている構成

(1) 1 CPU 構成 :

■ 表 6 使用可能な CPU ページ 13 のいずれかの行から CPU を 1 つ選択します。

(2) 2 CPU 構成 :

■ 次のいずれかの行から同一仕様の CPU を 2 つ選択します。 表 6 使用可能な CPU ページ 13

注：

■ 2 つの CPU 設定に 2 個の I8351N または 2 個の I6314U あるいは I6312U CPU は
混在することができません。

■ 1 つの I8351N CPU、1 つの I6314U CPU、または 1 つの I6312U CPU を搭載した
サーバを設定する場合、これらの CPU を 2 つ搭載した 2 CPU システムにアップ
グレードすることはできません。
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サーバの構成
ステップ 5 メモリを選択する

HCIAF240C M6 All-Flash サーバーで使用可能なメモリの主な特徴は次のとおりです。

■ クロック速度：3200 MHz

■ DIMM あたりのランク：1、2、4、または 8

■ 動作時の電圧：1.2 V

■ 登録済み ECC DDR4 DIMMS（RDIMM）、低負荷 DIMM（LRDIMM）

図 4 に示されているように、メモリは、CPU あたり 8 個のメモリチャネルと、チャネルあたり
最大 2 個の DIMM で構成されます。

図 4   HCIAF240C M6 All-Flash サーバーのメモリ構成
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サーバの構成
DIMM の選択

使用可能なメモリ DIMM を 表 8 に示します。 

メモリ構成の特長とモード
システム速度は、CPU がサポートする DIMM 速度によって異なります。DIMM の速度については、
使用可能な CPU（13 ページ） を参照してください。

■ サーバは、次のメモリの信頼性、可用性、および保守性（RAS）BIOS オプションをサポート
しています（1 つのオプションのみ選択可能）。

— 適応型二重デバイス データ修正（ADDDC）（デフォルト）

— 最大パフォーマンス

■ 最良のパフォーマンスを得るために、次の点を理解しておいてください。

— 1 枚の DIMM を使用する場合は、特定のチャネルの DIMM スロット 1（CPU から最も
遠いスロット）に装着する必要があります。

表 8   使用可能な DDR4 DIMM 

製品 ID（PID） PID の説明 Voltage ランク /
DIMM

3200-MHz DIMMs

HCI-MR-X16G1RW 16 GB RDIMM SRx4 3200 （8Gb） 1.2 V 1

HCI-MR-X32G1RW 32GB RDIMM SRx4 3200 （16Gb） 1.2 V 1

HCI-MR-X32G2RW 32GB RDIMM DRx4 3200（8Gb） 1.2 V 2

HCI-MR-X64G2RW 64 GB RDIMM DRx4 3200（16Gb） 1.2 V 2

HCI-ML-128G4RW 128 GB LRDIMM QRx4 3200（16Gb）（非 -3DS） 1.2 V 4

HCI-ML-256G8RW1

注：
1. 256GB DIMM は GPU カードと組み合わせることができず、周囲温度は最大 28 oC に制限されます。

256GB LRDIMM 8Rx4 3200（16Gb）（3DS） 1.2 V 8

DIMM ブランク2

2. 適切な冷却エアーフローを維持するために、空の DIMM スロットに DIMM ブランクを取り付ける必要があります。

UCS-DIMM-BLK UCS DIMM ブランク

注：

■ システム パフォーマンスは、両方の CPU で DIMM のタイプと数量が同じで、すべて
のチャネルがサーバ内の CPU 全体で等しく利用されている場合に最適化されます。

■ 選択する DIMM はすべて同じタイプにする必要があります。また、DIMM の数は両
方の CPU で同一にする必要があります。
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サーバの構成
— シングルまたはデュアル ランク DIMM をチャネルごとに 2 DIMM（2DPC）の構成に装
着する場合は、必ずランクの数字が大きい DIMM を先に（最も遠いスロットから）
装着してください。たとえば、2DPC の場合は、最初に DIMM スロット 1 にデュアル 
ランク DIMM を装着します。次に、DIMM スロット 2 にシングル ランク DIMM を装着
します。

■ CPU 1 と CPU 2（装着する場合）用の DIMM の構成は、常に同一である必要があります。

■ 前世代サーバのシスコ メモリ（DDR3 および DDR4）は、サーバとは互換性がありません。

■ メモリは任意の数の DIMM でペアとして設定できますが、最適なパフォーマンスを得るには、
次のマニュアルを参照してください。
UCS M6 メモリ ガイド
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サーバの構成
動作確認済みの構成

(1) 1-CPU 構成

■ 1 ～ 16 DIMM から選択します

— 1、2、4、6、8、12、または 16 DIMM が許可されています

— 3、5、1、9、11、13、または 15 DIMM が許可されています

— 両方の CPU の DIMM は、同じ構成にする必要があります。 

DIMM は、次の表に示すように、出荷時に配置されます。

(2) 2-CPU 構成

■ CPU あたり 1 ～ 16 の DIMM から選択します

— 1、2、4、6、8、12、または 16 DIMM が許可されています

— 3、5、1、9、11、13、または 15 DIMM が許可されています

— 両方の CPU の DIMM は、同じ構成にする必要があります。 

DIMM は、次の表に示すように、出荷時に配置されます。

DIMM の数 チャネル内 の CPU DIMM 配置 （s 同一 速度の DIMM）

1 (A1)

2 (A1, E1)

4 (A1, C1); (E1, G1)

6 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1)

8 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (B1, F1)

12 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (A2, C2); (D2, E2); (G2, H2)

16 (A1, B1); (C1, D1); (E1, F1); (G1, H1); (A2, B2); (C2, D2); (E2, F2); (G2, H2)

DIMM の数 チャネル内 の CPU DIMM 配置
（同一 速度の DIMM）

チャネル内 の の CPU 2 DIMM 配置
（同一速度 の DIMM）

1 (A1) (A1)

2 (A1, E1) (A1, E1)

4 (A1, C1); (E1, G1) (A1, C1); (E1, G1)

6 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1) (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1)

8 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (B1, F1) (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (B1, F1)

12 (A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (A2, C2); (D2, 
E2); (G2, H2)

(A1, C1); (D1, E1); (G1, H1); (A2, C2); (D2, 
E2); (G2, H2)

16 (A1, B1); (C1, D1); (E1, F1); (G1, H1); (A2, 
B2); (C2, D2); (E2, F2); (G2, H2)

(A1, B1); (C1, D1); (E1, F1); (G1, H1); (A2, 
B2); (C2, D2); (E2, F2); (G2, H2)
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix 20



サーバの構成
DIMM ルール

■ 1 CPU で使用できる DIMM 数：

■ 最小 DIMM 数 = 1。最大 DIMM 数 = 16

■ 1、2、4、6、8、12、または 16 DIMM が許可されています

■ 3、5、7、9、10、11、13、14、または 15 DIMM が許可されています。

■ 2 CPU で使用できる DIMM 数：:

■ 最小 DIMM 数 = 2。最大 DIMM 数 = 32

■ 2、4、8、12、16、24、または 32 DIMM が許可されています

■ 6、10、14、18、20、22、26、28、または 30 DIMM は使用できません。

■ DIMM 混合：

■ サーバー内で異なるタイプの DIMM（RDIMM と LRDIMM、または　3DS LDRDIM と非 3DS
LRDIMM）を混在させることはサポートされていません。

■ RDIMM タイプと RDIMM タイプの混合は、バランスの取れた構成で同じ量で混合されている
場合に許可されます。

■ 16GB、32GB、および 64GB RDIMM の混在がサポートされています。

■ 128GB および 256GB LRDIMM は他の RDIMM と混在させることはできません。

■ 128GB の非 3DS LRDIMM は、256GB の 3DS LRDIMM と混在させることはできません

注：システム パフォーマンスは、両方の CPU で DIMM のタイプと数量が同じで、すべ
てのチャネルがサーバ内の CPU 全体で等しく利用されている場合に最適化されます。

表 9   異なる Intel® Xeon® Ice Lake® プロセッサを搭載した 3200-MHz DIMM メモリ速度

DIMM および 
CPU の周波数

（MHz）
DPC

LRDIMM
（8Rx4） 
256GB

（MHz）

LRDIMM
（4Rx4）-
128GB（MHz）

RDIMM
(2Rx4） - 
64GB（MHz）

RDIMM 
(2Rx4） - 
32GB（MHz）

RDIMM 
(1Rx4） - 
16GB（MHz）

1.2 V 1.2 V 1.2 V 1.2 V 1.2 V

DIMM = 3200
CPU = 3200

1DPC 3200 3200 3200 3200 3200

2DPC 3200 3200 3200 3200 3200

DIMM = 3200
CPU = 2933

1DPC 2933 2933 2933 2933 2933

2DPC 2933 2933 2933 2933 2933

DIMM = 3200
CPU = 2666

1DPC 2666 2666 2666 2666 2666

2DPC 2666 2666 2666 2666 2666
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix21



サーバの構成
ステップ 6 ドライブ コントローラの選択

次のリストは、サーバでのドライブの制御方法をまとめたものです。

■ SAS/SATA ドライブは、2 つの Cisco 12G SAS パススルー HBA を通じて制御されます。

■ PCIe/NVMe ドライブは、HCIAF240C M6 ではサポートされていません。

Cisco 12G SAS HBA

この HBA は、3GB、6GB、および 12GB で動作する最大 16 台の SAS または SATA ドライブをサ
ポートします。JBOD またはパス スルー モード（RAID ではない）をサポートし、ドライブ バッ
クプレーンに直接接続します。これらのコントローラのうち 2 台は、24 台の前面ドライブを制
御するために必要です。

ドライブ コントローラ オプションの選択

次のことを選択します。

■ Cisco 12G SAS HBA（表 10 を参照）。

表 10  表 7 ハードウェア コントローラ オプション 

製品 ID（PID） PID の説明

内蔵ドライブ用コントローラ
Cisco 12G SAS HBA を選択すると、ドライブのバックプレーン コネクタに装着された状態で出荷される点
に注意。
HCI-SAS-240M61

注：
1. これらのコントローラのうち 2 台は、24 台の前面ドライブを制御するために必要です。

Cisco 12G SAS HBA

■ 最大 16 台の SAS/SATA SSD 内蔵ドライブをサポートします。
■ JBOD またはパススルー モードをサポートします
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ステップ 7 ドライブを選択する

ディスク ドライブの標準仕様は次のとおりです。

■ 2.5 インチ スモール フォーム ファクタ

■ ホットプラグ可能

■ ドライブはスレッド マウントされた状態で提供

ドライブの選択 - HCIAF240C-M6SX（All Flash）

使用できるドライブを 表 11 に示します。

注：Nutanix AOS は、ノードあたり最大 216TB の物理キャパシティをサポートします。 

表 11  選択可能なホットプラグ可能スレッドマウント ドライブ 

製品 ID（PID） PID の説明
ドライ
ブ タ
イプ

容量

フロント キャパシティ ドライブ
HCI-SD19T6S1X-EV 1.9 TB 2.5 インチ Enterprise Value 6 G SATA SSD SATA 1.9TB

HCI-SD38T6S1X-EV 3.8 TB 2.5 インチ Enterprise Value 6 G SATA SSD SATA 3.8 TB

HCI-SD76T6S1X-EV 7.6TB 2.5 インチ Enterprise Value 6G SATA SSD SATA 7.6TB

HCI-SD38TK1X-EVM6 3.8TB 2.5 インチ Enter Value 12G SAS SSD SAS 3.8 TB

HCI-SD76TK1X-EVM6 7.6TB 2.5 インチ Enter Value 12G SAS SSD SAS 7.6TB

フロント SEDキャパシティ　ドライブ
HCI-SD38TBKNK9-M6 3.8TB Enterprise Value SAS SSD（1X FWPD、SED） SAS 3.8 TB

HCI-SD76TBKNK9-M6 7.6TB Enterprise value 12G SAS SSD（1 DWPD、SED- FIPS） SAS 7.6TB

ブート ドライブ（Boot Drive）
HCI-M2-240GB-M6 240GB M.2 SATA Micron G1 SSD SATA 240GB

HCI-M2-I240GB-M6 240GB SATA M.2 SSD SATA 240GB

HCI-M2-HWRAID-M6 Cisco ブート最適化 M.2 Raid コントローラ

注：シスコではさまざまなベンダーのソリッドステートドライブ（SSD）を使用しています。すべてのソリッド
ステート ドライブ（SSD）は、物理的な書き込み制限の影響を受け、設定されている最大使用制限仕様は製造
元によって異なります。シスコでは、シスコまたは製造元によって設定された最大使用仕様を超えたソリッド
ステート ドライブ（SSD）をシスコ単独の判断では交換しません。
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動作確認済みの構成

■ 2 ～ 24 台のキャパシティ ドライブ。

■ M.2 RAID コントローラを搭載した 2 台のブート ドライブ

注意

■ SED ドライブは、非 SED ドライブと混在できません。

注： 

■ HW RAID コントローラを搭載したデュアル M.2 SATA SSD は、このソリューショ
ンでサポートされる唯一のブート構成です。

■ ブート最適化 RAID コントローラは、AHV および VMware オペレーティング シ
ステムをサポートします。

■ UCSM は、ボリュームの設定とコントローラおよび取り付け済みの SATA M.2 の
モニタリングに対応しています。

■ SATA M.2 ドライブは UEFI モードでのみ起動できます。レガシ ブート モードは
サポートされていません。

■ ホットプラグの交換はサポートされていません。サーバの電源をオフにする必
要があります。 

■ マザーボード上のモジュール コネクタの位置については、図 8、（44 ページ） を
参照してください。このコネクタは、ブートに最適化された RAID コントローラ
を受け入れます。
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ステップ 8 CISCO コンピューティング ハイパーコンバージド接続モー
ドを選択する（必須）

接続モードを選択

使用可能な接続モードは次のとおりです 表 12。

注：mLOM VIC は、このソリューションに必須です。

表 12  接続モード

製品 ID（PID） 説明
HCI-VIC-MODE-M6 Cisco コンピューティング ハイパーコンバージド VIC 接続モード

表 13  接続モードで使用可能なカード 

製品 ID（PID）  説明
Cisco コンピューティング ハイパーコンバージド VIC 接続モード
HCI-M-V25-04 Cisco UCS VIC 1467 クァッド ポート 10/25G SFP28 mLOM
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ステップ 9 オプション カードを選択します

標準搭載される PCIe カードは、次のとおりです。

■ 仮想インターフェイスカード（VIC）

オプション カードを選択する

使用可能なオプション カードを 表 14 に示します。

注意

■ 1 CPU システムの場合：

— 1 CPU システムでは、PCIe ライザー－ 1A の PCIe スロット 1、2 および 3 のみ使用
できます。

— 1 CPU システムではライザー 2 の PCIe スロットはサポートされません。ライザー 2 
のスロットは、フル ハイトの PCIe スロット 4、5、6 です（ 図 3、（5 ページ） を参
照）。これらのスロットは、サーバの背面から見ると中央にあります。スロット 4 は
一番下のスロットです。

— 1 個の CPU 構成ではライザ 3 の PCIe スロットはサポートされません。ライザー 3 の
スロットは、フル ハイトの PCIe スロット 7 および 8 です（ 図 3、（5 ページ）を参
照）。これらのスロットは、サーバの背面から見ると右側にあります。スロット 7 は
一番下のスロットです。

— 1 枚のプラグイン PCIe VIC カードのみがサポートされており、mLOM スロットに取
り付けられている必須の mLOM VIC カードに追加して、スロット 2 に取り付ける必
要があります。ダブル幅 GPU を注文する場合は、スロット 2 に取り付ける必要があ

注： このソリューションは、冗長性と帯域幅を向上させるために、オプションの追加 
PCIe VIC カードをサポートします。

表 14  使用可能な PCIe オプション カード 

製品 ID（PID） PID の説明 参照先 カード サイズ1

注：
1. HHHL = ハーフハイト、ハーフレングス。 FHHL = フルハイト、ハーフレングス。 SS = シングルスロット。 DS = ダ

ブルスロット。

仮想インターフェイス カード（VIC）2

2. 最大 4 つの VIC を選択できます。

HCI-PCIE-C25Q-04 Cisco UCS VIC 1455 クァッド ポート 10/25G SFP28 PCIe ライザー 1 ま
たは 3

HHHL、SS
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ります。 PCIe VIC をスロット 1 に取り付けることができます。「表 15（28 ページ）」
を参照してください。プラグイン カードと mLOM VIC カードの選択については、を
参照してください 表 14（26 ページ） 。PCIe スロットの物理的な説明については、 
表 1（7 ページ） と SPARE PARTS, page 55 も参照してください。

■ 2 CPU システムの場合：

— 次の PCIe スロットが使用できます。

• PCIe ライザー 1A（PCIe スロット 1、2、および 3） に 3 個

• PCIe ライザー 2A（PCIe スロット 4、5、および 6） に 3 個

• PCIe ライザー 3A（PCIe スロット 7 および 8） に 2 個

— シャーシの内部の mLOM スロットに設置する mLOM VIC カードを注文する必要があ
ります。また、スロット 2 とスロット 5 に PCIe VIC を搭載して、2 つの PCIe VIC と 
1 つの mLOM VIC を同時に動作させることもできます。ダブル幅 GPU を注文する場
合は、スロット 2、4、または 7 に取り付ける必要があります。 2 つの PCIe VIC をス
ロット 1 とスロット 4 に取り付けることができます。プラグイン カードと mLOM
VIC カードの選択については、表 14（26 ページ） を参照してください。PCIe スロッ
トの物理的な説明については、 表 1（7 ページ） と SPARE PARTS, page 55 も参照し
てください。

— GPU がライザー 1 のスロット 2、またはライザー 2A のスロット 5 に設置されている
場合、NCSI の機能は自動的にライザー １ A のスロット 1 またはライザー 2A のス
ロット 4 に切り替えられます。したがって GPU がスロット 2 と 5 に装着されている
場合、Cisco PCIe VIC はスロット 1 と 4 に装着できます。複数の GPU を注文する場
合は、 表 15（28 ページ） に示すように取り付ける必要があります。

— このサーバーでは、最大 4 個の Cisco PCIe VIC と MLOM VIC がサポートされます。

シングル ワイヤ管理は一度に 1 つの VIC でのみサポートされます。サーバに複数の
VIC を装着する場合は、1 個のスロットでのみ NCSI が有効になります。シングルワ
イヤ管理の場合、NCSI 管理トラフィックには mLOM スロットが優先され、次にス
ロット 2、スロット 5 の順に使用されます。複数のカードを装着する場合は、上記
の優先順位でシングルワイヤ管理ケーブルを接続します。 

https://ucshcltool.cloudapps.cisco.com/public/

オプションの PCIe オプション カード アクセサリを選択する
■ VIC 1455 でサポートされる光ファイバおよびケーブルの一覧については、次のリンクにある

VIC 1400 シリーズのデータ シートを参照してください。

— https://www.cisco.com/c/en/us/products/collateral/interfaces-modules/unified-co
mputing-system-adapters/datasheet-c78-741130.html

■ 前述の表情報は、Cisco Transceiver Module Group（TMG）およびベンダーによって実施され
たテストに基づいています。光モジュールおよび DAC との最新の互換性については、
https://tmgmatrix.cisco.com/ を参照してください。
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ステップ 10 GPU カードの注文（オプション） 

GPU オプションの選択

利用可能な GPU PCIe オプションとライザースロットの互換性は、次に記載されています 表 15。

注：GPU を注文すると、サーバーにはロープロファイル ヒート シンク PID
（HCI-HSLP-M6=）が付属していて、ダブル幅 GPU 用の特別なエアー ダクト PID
（HCI-ADGPU-245M6=）を選択する必要があります。

表 15  選択可能な PCIe GPU カード1

注：
1. GPU の関連情報については、『インストール ガイド』を参照してください。

GPU 製品 ID（PID） PID の説明 カード
サイズ

ノードあ
たりの最
大 GPU 数

ライザー スロットの互換性

ライザー
1A

（Gen 4）

ライザー 2
（Gen 4）

ライザー
3A2

Gen 4）

2. ライザー 3A は GPU を受け入れません。

ライザー
3C3

3. サーバは、ライザー 3C で 1 つのフルハイト、フルレングス、ダブル幅 GPU（PCIe スロット 7 のみ）をサポー
トします。

HCI-GPU-A10-M6 TESLA A10、
PASSIVE、
150W、24GB

シング
ルワイ
ド

5 スロット
2 および 
3

スロット 5 
および 6

なし スロット 7

HCI-GPU-A30-M6 TESLA A30、
パッシブ冷
却、180W、
24GB

ダブル
ワイド

3 slot 2 スロット 5 なし スロット 7

HCI-GPU-A40-M6 TESLA A40 
RTX、パッシ
ブ、300W、
48GB

ダブル
ワイド

3 slot 2 スロット 5 なし スロット 7

HCI-GPU-A100-80-M6 TESLA A100, 
PASSIVE, 
300W, 80GB

ダブル
ワイド

3 slot 2 スロット 5 なし スロット 7

HCI-GPU-A16-M6 NVIDIA A16 
PCIE 250W 
4X16GB

ダブル
ワイド

3 slot 2 スロット 5 なし スロット 7

注：

■ CIMC および UCSM 管理では固有の SBIOS ID が必要になるため、GPU カードはすべてシ
スコから購入してください。

■ 後で GPU を追加する場合は、以下のスペック シートの SPARE PARTS, page 55 セク
ションを参照して、必要なアクセサリ / ケーブルと GPU スペアを見つけてください。

■ GPU を組み合わせることはできません。
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ステップ 11 電源ユニットを注文する

電源ユニットは、M6 HCI シリーズ サーバーへのホットプラグおよび工具不要の装着が可能な、共
通の電気および物理設計を使用しています。各電源ユニットは、高効率の動作が保証されており、
複数の出力オプションを提供します。このため、ユーザーはサーバ構成に基づいて「適切なサイ
ズ」を選択でき、電力効率を向上させ、全体的なエネルギー コストを削減し、データセンター内
での不必要な電力消費を回避できます。選択したオプション（CPU、ドライブ、メモリなど）に応
じて必要な電力を計算するには、次のリンクにある電力計算ツールを使用してください。

http://ucspowercalc.cisco.com [ 英語 ]

表 16   電源モジュール 

製品 ID（PID） PID の説明
PSU（入力ハイ ライン 210VAC）
HCI-PSU1-1050W-M6 ラックサーバー プラチナ 用 1050W AC 電源
HCI-PSUV21050DCM6 ラック サーバー プラチナ 用 1050W AC 電源
HCI-PSU1-1600W-M6 ラック サーバー プラチナ 用 1600W AC 電源
HCI-PSU1-2300W-M61

注：
1. 2300 W 電源モジュールは、他の電源コネクタとは異なる電源コネクタを使用するため、異なる電源ケーブルを

使用して接続する必要があります。表 17（30 ページ） および表 18（33 ページ） を参照してください。

ラック サーバー チタン 用 2300W AC 電源
PSU（入力ロー ライン 110VAC）
HCI-PSU1-1050W-M6 ラックサーバー プラチナ 用 1050W AC 電源
HCI-PSUV21050DCM6 ラック サーバー プラチナ 用 1050W AC 電源
HCI-PSU1-2300W-M6 ラック サーバー チタン 用 2300W AC 電源

注：1 台のサーバで 2 台の電源ユニットを使用する場合は、両方の電源ユニットが同
一である必要があります。
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ステップ 12 入力電源コードを選択する

表 17 および 表 18 を使用して、適切な AC 電源コードを選択します。電源コードは最大 2 本選
択できます（省略可）。オプションの R2XX-DMYMPWRCORD を選択した場合、サーバに電源コー
ドは付属しません。

注：表 17 に、2300 W 未満の電源を使用するサーバの電源コードを示します。表 18 
は、2300 W の電源を使用するサーバの電源コードを示します。2300 W 電源装置の電
源コードは C19 コネクタを使用するため、2300 W 電源装置のコネクタにのみ適合し
ます。

表 17  使用可能な電源コード（2300 W 未満のサーバ PSU 用）

製品 ID（PID） PID の説明 イメージ
電源ケーブルなし 環境に優しいグリーン オプション、

電源ケーブルは出荷されません
CAB-48DC-40A-8AWG C シリーズ -48VDC PSU 電源コー

ド、3.5 m、3 ワイヤ、8AWG、40A

CAB-N5K6A-NA 電源コード、200/240 V 6 A（北米） 

CAB-AC-L620-C13 AC 電源コード、NEMA L6-20 - C13、
2 m/6.5 フィート

CAB-C13-CBN CABASY、ワイヤ、ジャンパ コー
ド、27 インチ L、C13/C14、
10A/250V 

CAB-C13-C14-2M CABASY、ワイヤ、ジャンパ コー
ド、PWR、2 m、C13/C14、
10A/250V 

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8.2 ft

18
65

70

Plug: NEMA 6-15P

Connector:
IEC60320/C13
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CAB-C13-C14-AC CORD,PWR,JMP,IEC60320/C14, 
IEC6 0320/C13, 3.0M 

CAB-250V-10A-AR 電源コード、250 V、10 A（アルゼ
ンチン仕様）

CAB-9K10A-AU 電源コード、250 VAC、10 A、
3112 プラグ（オーストラリア）

CAB-250V-10A-CN AC 電源コード、250 V、10 A
（中国）

CAB-9K10A-EU 電源コード、250 VAC、10 A、
CEE 7/7 プラグ（EU）

CAB-250V-10A-ID 電源コード、250 V、10 A（インド
仕様）

CAB-C13-C14-3M-IN 電源コード ジャンパ、C13-C14 コ
ネクタ、長さ 3 m、インド

図なし

CAB-C13-C14-IN 電源コード ジャンパ、C13-C14 コ
ネクタ、長さ 1.4 m、インド

図なし

CAB-250V-10A-IS 電源コード、SFS、250 V、10 A
（イスラエル仕様）

表 17  使用可能な電源コード（2300 W 未満のサーバ PSU 用）

製品 ID（PID） PID の説明 イメージ

18
65

71

 2500 mm

Cordset rating: 10 A, 250/500 V MAX
Length: 8.2 ft

Plug:
EL 219

(IRAM 2073) Connector:
EL 701

 (IEC60320/C13)

Plug:

Cordset rating: 10 A, 250 V/500 V MAX
Length: 2500mm

18
65

80

Connector:
EL 701C

(EN 60320/C15)EL 210
(BS 1363A) 13 AMP fuse

Connector:
VSCC15

Cordset rating: 10A/16 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)Plug:

M2511

18
65

76

O
VE

Cordset rating 16A, 250V
(2500mm)

Plug:
EL 208

18
74

90

Connector:
EL 701

Cordset rating 10A, 250V/500V MAX
(2500 mm) 

Plug:
EL 212
(SI-32)

18
65

74

Connector:
EL 701B

 (IEC60320/C13)

EL-212
16A
250V
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サーバの構成
CAB-9K10A-IT 電源コード、250 VAC、10 A、
CEI 23-16/VII プラグ（イタリア）

CAB-9K10A-SW 電源コード、250 VAC 10 A MP232 
プラグ（スイス仕様）

CAB-9K10A-UK 電源コード、250 VAC、10 A、
BS1363 プラグ（13 A ヒューズ）

（英国）

CAB-9K12A-NA1 電源コード、125 VAC、13 A、
NEMA 5-15 プラグ（北米）

CAB-250V-10A-BR 電源コード、250 V、10 A（ブラジ
ル）

CAB-C13-C14-2M-JP 電源コード C13-C14、2 m
（6.5 フィート）、日本 PSE マーク

図なし

CAB-9K10A-KOR1 電源コード、125 VAC 13 A KSC8305 
プラグ（韓国）

図なし

CAB-ACTW AC 電源コード（台湾）、C13、
EL 302、2.3 m

図なし

CAB-JPN-3PIN 日本仕様、90-125 VAC 12 A NEMA 
5-15 プラグ、2.4 m

図なし

CAB-48DC-40A-INT C シリーズ -48VDC PSU 電源コー
ド、3.5 m、3 ワイヤ、8AWG、40A

（INT）

図なし

CAB-48DC-40A-AS C シリーズ -48VDC PSU 電源コー
ド、3.5 m、3 ワイヤ、8AWG、40A

（AS/NZ）

図なし

注：
1. この電源コードは定格が 125 V で、定格 1050 W 以下の PSU のみをサポートします。

表 17  使用可能な電源コード（2300 W 未満のサーバ PSU 用）

製品 ID（PID） PID の説明 イメージ

Plug: 
I/3G

(CEI 23-16)

Connector
 C15M

(EN60320/C15 )

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft 2 in. (2.5 m)

18
65

75

Plug:
MP232-R

Cordset rating: 10 A, 250 V
Length: 8 ft. 2 in (2.5 m)

18
65

78

Connector:
IEC 60320 C15

Plug:

Cordset rating: 10 A, 250 V/500 V MAX
Length: 2500mm

18
65

80

Connector:
EL 701C

(EN 60320/C15)EL 210
(BS 1363A) 13 AMP fuse

1 76.2 From Plug End

2,133.6 ± 25 
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サーバの構成
表 18  使用可能な電源コード（2300 W PSU のサーバ用）  

製品 ID（PID） PID の説明 イメージ

CAB-C19-CBN キャビネット ジャンパ電源コード、250 VAC 16 A、
C20-C19 コネクタ

該当なし

CAB-S132-C19-ISRL S132 ～ IEC-C19 14 フィート、アルゼンチン仕様 図なし

CAB-IR2073-C19-AR IRSM 2073 to IEC-C19、14 フィート、アルゼンチン仕様 図なし

CAB-BS1363-C19-UK BS-1363 to IEC-C19、14 フィート、英国仕様 図なし

CAB-SABS-C19-IND SABS 164-1 to IEC-C19、インド仕様 図なし

CAB-C2316-C19-IT CEI 23-16 to IEC-C19、14 フィート、イタリア仕様 図なし

CAB-L520P-C19-US NEMA L5-20 - IEC-C19、6 フィート、米国仕様 図なし

CAB-US515P-C19-US NEMA 5-15 - IEC-C19 13 フィート、米国仕様 図なし

CAB-US520-C19-US NEMA 5-20 ～ IEC-C19 14 フィート米国仕様 図なし

CAB-US620P-C19-US NEMA 6-20 - IEC-C19 13 フィート、米国仕様 図なし
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サーバの構成
ステップ 13 工具不要レール キットとオプションのリバーシブルなケー
ブル マネジメント アームを選択する

工具不要レール キットを選択する

表 19 から工具レス レール キット、またはレール キットを選択します。

オプションのリバーシブル ケーブル マネージメント アームを選択する

リバーシブル ケーブル マネージメント アームは、サーバ背面の右または左のスライドレールの
どちらかに取り付けて、ケーブルの整理に使用します。ケーブル マネジメント アームを注文す
る場合は、表 20 を参照してください。 

工具不要レール キットとケーブル管理アームの詳細については、Cisco サーバー設置およびサー
ビス ガイドを参照してください。

表 19  工具不要レール キットのオプション

製品 ID（PID） PID の説明

HCI-RAIL-M6 C220 および C240 M6 ラック サーバ用ボール ベアリング レール キット

HCI-RAIL-NONE レール キットオプションなし

注：シスコでは、レールキットの最小数量を 1 つにすることを推奨しています。

表 20  ケーブル マネジメント アーム

製品 ID（PID） PID の説明

HCI-CMA-C240M6 C240 M6 ボール ベアリング レール キット用のリバーシブル CMA

注：HCIAF240C M6 All-Flash サーバーにラックマウントする場合、工具不要レール 
キットを注文する必要があります。M5 サーバと M6 サーバでは、同じレール キット
と CMA を使用します。
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サーバの構成
ステップ 14 セキュリティ デバイスを選択する（オプション）

トラステッド プラットフォーム モジュール（TPM）は、プラットフォーム（サーバ）の認証に使
用される情報を安全に格納できるコンピュータ チップ（マイクロコントローラ）です。これらの
アーティファクトには、パスワード、証明書、または暗号キーを収録できます。プラットフォー
ムが信頼性を維持していることを確認するうえで効果的なプラットフォームの尺度の保存でも、
TPM を使用できます。すべての環境で安全なコンピューティングを実現するうえで、認証（プ
ラットフォームがその表明どおりのものであることを証明すること）および立証（プラット
フォームが信頼でき、セキュリティを維持していることを証明するプロセス）は必須の手順です。

シャーシ　イントリュージョン　スイッチ は、サーバに対して不正アクセスがあった場合に通
知します。

セキュリティ デバイスの選択情報は、表 21 に示されています。

表 21  セキュリティ デバイス

製品 ID（PID） PID の説明

HCI-TPM-002C-M6 TPM 2.0、TCG、FIPS140-2、CC EAL4+ 認証（M6 サーバ向け）

HCI-INT-SW02-M6 C220 および C240 M6 シャーシ イントルージョン スイッチ

HCI-TPM-OPT-OUT-M6 OPT OUT、TPM 2.0、TCG、FIPS140-2、CC EAL4 + 認定1

注：
1. ベアメタルまたはゲスト VM の展開には、Microsoft 認定の TPM 2.0 が必要であることに注意してください。

TPM 2.0 のオプトアウトにより、Microsoft 認定資格が無効になります

注：

■ このシステムで使用される TPM モジュールは、信頼されたコンピューティング
グループ（TCG）で定義されている TPM 2.0 に準拠しています。また SPI にも準
拠しています。 

■ TPM の取り付けは、工場出荷後にサポートされます。ただし、TPM は一方向ネ
ジで取り付けられるため、交換したり、アップグレードしたり、別のサーバに取
り付けたりすることはできません。TPM を取り付けたサーバを返却する場合は、
交換用サーバを新しい TPM とともにオーダーする必要があります。 
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サーバの構成
ステップ 15 ハイパーバイザを選択する

Cisco ハイパーバイザのオプションは次のとおりです。

表 22  ハイパーバイザ

製品 ID（PID） PID の説明

HCI-AOSAHV-SWK9M6 HCI AOS AHV SW

注： このソリューションは、ESXi と AHV の両方のハイパーバイザ オプションをサ
ポートします。Nutanix Foundation VM は、インストール時にいずれかのハイパーバ
イザのベアメタル イメージングを実行します。
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サーバの構成
ステップ 16 NUTANIX ソフトウェアと NUTANIX プロフェッショナル サー
ビスを選択する

(1) 1 年間のサブスクリプション：

■ すべての Nutanix ソフトウェアパッケージのサブスクリプションには、Nutanix プロフェッ
ショナル サービス SKU の必須アタッチが必要です。

(2) 3 年間のサブスクリプション：

■ Nutanix クラウド インフラストラクチャ（NCI）ソフトウェアの場合は、注文時に Nutanix
プロフェッショナル サービス SKU を添付することをお勧めします。

■ Nutanix Cloud Manager（NCM）ソフトウェアの場合、Professional（PRO）サブスクリプショ
ンと Ultimate（ULT）サブスクリプションでのみ必須の Nutanix プロフェッショナル サービ
ス SKU が必要です。

■ Nutanix クラウドクラスタ（NC2）展開では、Nutanix Professional Services SKU の必須ア
タッチが必要です。

(3) 将来の拡張の機会には、Nutanix プロフェッショナルサービスを必須としてアタッチする必要は
ありません。

注：コンテンツが利用可能になる予定日：2023 年 10 月 1 日
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サーバの構成
ステップ 17 CISCO INTERSIGHT（必須）

Cisco Intersight™ は、Software as a Service（SaaS）Hybrid クラウド運用プラットフォームであ
り、従来型およびクラウドネイティブのアプリケーションとインフラストラクチャ向けにインテ
リジェントな自動化、可観測性、最適化を実現します。

必要に応じて Cisco Intersight サブスクリプション オプションを選択します 表 23。

製品 ID（PID） 説明
DC-MGT-SAAS Cisco Intersight SaaS

表 23  Cisco Intersight

製品 ID（PID） PID の説明

Cisco Intersight 2.0 インフラストラクチャ サービス

DC-MGT-IS-SAAS-ES SA Infrastructure Services SaaS/CVA - Essentials

DC-MGT-IS-SAAS-AD SA Infrastructure Services SaaS/CVA - Advantage

DC-MGT-IS-PVAPP-ES SA Infrastructure Services PVA - Essentials

DC-MGT-IS-PVAPP-AD SA Infrastructure Services PVA - Advantage

DC-MGT-IS-UCSD UCS Director - 1 サーバー ライセンス（ネットワーク、ストレージを含む）

Cisco Intersight Workload Optimizer（IWO）- SaaS

 VM インスタンス

DC-MGT-WO-SAAS-ES SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS - Essentials

DC-MGT-WO-SAAS-AD SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS - Advantage

DC-MGT-WO-SAAS-PR SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS - Premier

 VDI インスタンス

DC-MGT-WOD-SAAS-ES SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS VDI - Essentials

DC-MGT-WOD-SAAS-AD SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS VDI - Advantage

DC-MGT-WOD-SAAS-PR SA Cisco Intersight Workload Optimizer SaaS VDI - Premier
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サーバの構成
必要に応じて Cisco Intersight サポート オプションを選択します。 表 24

表 24  Cisco Intersight サポート

製品 ID（PID） PID の説明

Cisco Intersight サポート

SVS-SSTCS-DCMGMT SA DC 管理向けソリューション サポート

SVS-L1DCS-INTER SA INTERSIGHT 用 CXL1

SVS-L2DCS-INTER SA インターサイト用 CXL2

SVS-DCM-SUPT-BAS DCM 向け基本サポート

注：すべてのサーバーに Intersight ライセンスが必要です。
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参考資料
ハイパーコンバージド システム
Cisco HyperFlex System では、ハイパーコンバージェンスの可能性を最大限に引き出し、IT をワークロード
のニーズに適応させることができます。エンドツーエンドのソフトウェアデファインド インフラストラク
チャのアプローチを採用したこのシステムでは、Cisco Compute Hyperconverged HCI シリーズ ノードによ
るソフトウェアデファインド コンピューティング、強力な Cisco HX Data Platform を利用したソフトウェア
デファインド ストレージ、そして Cisco Application Centric Infrastructure（Cisco ACI）とスムーズに統合で
きる Cisco UCS ファブリックによるソフトウェアデファインド ネットワーキングが 1 つになっています。こ
うした一元化テクノロジーにより、サーバー、ストレージ、ネットワークが統合された適応性の高いクラス
タが実現します。この中では、リソースの迅速な導入、適合、拡大・縮小、管理が可能で、アプリケーショ
ンとビジネスを効率化できます。

図 5   データセンター ファブリック インターコネクト展開モードの HCIAF240C M6 All-Flash サーバーを
使用するスモール フットプリント クラスタ
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Cisco Compute Hyperconverged Connectivity (small footprint cluster)
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既存の UCS サーバーのレトロフィット
ベース HCI プラットフォーム（C220 M6 All-Flash/C220 M6 All NVMe/C240 M6 All-Flash）に一致する既存の 
UCS サーバーは、Nutanix ソフトウェアをサポートするように改造できます。UCS サーバーには、ソフト
ウェアデファインド パーソナリティと呼ばれるソフトウェア機能が含まれており、ベース UCS プラット
フォームと Nutanix OEM プログラムでサポートされている HCI アプライアンスとの間で簡単かつ自動的に変
換できます。

レトロフィットのためにサーバーを準備するには、取り付けられているすべてのコンポーネントがこのド
キュメントのすべての必要なセクション（CPU、メモリ、ドライブ コントローラ、ドライブ、ネットワーク
アダプタなど）と一致していることを確認します。互換性のあるブート メディア、ストレージ コントロー
ラ、ドライブ、およびネットワーク アダプタがこのドキュメントに沿って選択されるように、特別な注意を
払う必要があります。

特に C240 M6 All-Flash の場合、ドライブベイに装着されていない限り、ライザー 1B と 3B を物理的に取り
付けることができます。SSD を装着できるのは、24 個の前面ドライブ スロットのみです。

サーバー ハードウェアがこの仕様シートと互換性があることが確認されたら、必要に応じて適切な Nutanix ソ
フトウェア ライセンス、Intersight ライセンス、およびプロフェッショナル サービスを購入してください。
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シリアル ポートの詳細
背面にある RJ-45 シリアル ポート コネクタのピン割り当ての詳細を 図 6 に示します。

図 6   シリアル ポート（RJ-45 のメス コネクタ）のピン割り当て

KVM ケーブル
KVM ケーブルはサーバへの接続用のケーブルで、DB9 シリアル コネクタ、モニタ用の VGA コネクタ、キー
ボードおよびマウス用のデュアル USB 2.0 ポートが付いています。このケーブルを使用すると、サーバで実
行されているオペレーティング システムと BIOS に直接接続できます。

KVM ケーブルの注文情報を 表 25 に示します。

図 7   KVM ケーブル

表 25  KVM ケーブル

製品 ID（PID） PID の説明

N20-BKVM UCS サーバ コンソール ポート用の KVM ローカル IO ケーブル

1 コネクタ（サーバの前面パネルに接続） 3 モニタ用の VGA コネクタ

2 DB-9 シリアル コネクタ 4 2 ポート USB 2.0 コネクタ（マウスおよび
キーボード用）

1 
2
3
4
5
6
7
8

Pin

Serial Port (RJ-45 Female Connector)

Signal

RTS (Request to Send)
DTR (Data Terminal Ready)
TxD (Transmit Data)

RxD (Receive Data)
DSR (Data Set Ready)
CTS (Clear to Send)

GND (Signal Ground)
GND (Signal Ground)
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シャーシ
図 8 は、上部カバーを外した状態の HCIAF240C M6 All-Flash サーバー シャーシの内部です。 

図 8  上部カバーを外した HCIAF240C M6 All-Flash サーバー

1 フロントローディング ドライブ ベイ 2 冷却ファン モジュール（6、ホットスワッ
プ可能）

3 マザーボード上の DIMM ソケット（CPU あたり
16 個）
サーバの動作中は、エアー バッフルが DIMM と
CPU の上にあります。エアー バッフルは、こ
の図には表示されていません。

4 CPU ソケット
CPU 2 は上部にあり、CPU 1 は下部にあり
ます。

5 PCIe ライザー 3（PCIe スロット 7 と 8、番号
は下から上に付与）、次のオプション付き :

■ 3A（デフォルトオプション）：スロット 7
（機械式 x24、電気式 x8）、および 8（機械
式 x24、電気式 x8）。両方のスロットはフ
ルハイト、フルレングス GPU カードを使
用できます。

■ 3C（GPU オプション）— スロット 7 (x24 機
械的、x16 電気的） および 8 は空き (NCSI サ
ポートは一度に 1 スロットに制限）。スロッ
ト 7 は、フルハイト、フルレングス、ダブ
ル幅の GPU カードをサポートできます。

6 PCIe ライザー 2 (PCIe スロット 4、5、番
号は下から上に付与）、次のオプション付
き :

■ 2A （デフォルト オプション） — ス
ロット 4 (x24 機械的、x8 電気的） は
フルハイト、¾ レングス カードをサ
ポート ; スロット 5 (x24 機械的、x16
電気的） はフルハイト、フルレングス
GPU カードをサポート ; スロット 6
(x24 機械的、x8 電気的） はフルハイ
ト , フルレングス カードをサポート。
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7 PCIe ライザー 1（PCIe スロット 1、2、3 番号
は下から上に付与）、次のオプション付き :

■ 1A（デフォルト オプション） — スロット 1
(x24 機械的、x8 電気的） はフルハイト、¾
レングス カードをサポート ; スロット 2
(x24 機械的、x16 電気的） はフルハイト、
フルレングス GPU カードをサポート ; ス
ロット 3 (x24 機械的、x8 電気的） はフル
ハイト , フルレングス カードをサポート。

-
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ライザー
図 9 は HCIAF240C M6 All-Flash サーバー マザーボードの PCIe ライザー コネクタの位置を示し
ます。

図 9   HCIAF240C M6 All-Flash サーバー ライザー コネクタの位置

Riser 2 Connectors
(Riser 2 controlled from CPU2)

Riser 1 Connectors
(Riser 1 controlled from CPU1)

Riser 3 Connector
(controlled from CPU2)
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図 10 は HCIAF240C M6 All-Flash サーバー マザーボードの PCIe ライザー コネクタの位置を示し
ます。

図 10   HCIAF240C M6 All-Flash サーバー ライザー コネクタの位置

Riser 1 Connectors

Riser 3 Connector

FullHeight Riser 1

FullHeight Riser 2

FullHeight Riser 3

Riser 2 Connectors
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48

ライザー カードの設定とオプション
ライザー カードの場所が 図 11 に示されています。

図 11   ライザー カードの場所

ライザー 1A

ライザー 1A 機械的な情報は、図 12 に示されています。

図 12   ライザー カード 1A

Riser 1A Riser 2A Riser 3A/3C
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ライザー 2A

ライザー 2A 機械的な情報は、図 13 に示されています。

図 13   ライザー カード 2A
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ライザー 3A

ライザー 3A 機械的な情報は、図 14 に示されています。

図 14   ライザー カード 3A
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix
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ライザー 3C

ライザー 3C 機械的な情報は、図 15 に示されています。

図 15   ライザー カード 3C
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CPU のアップグレードまたは交換
CPU のアップグレードまたは交換

既存の CPU を交換するには、次の手順を実行します。

(1) 手順で使用可能な次のツールと資材を用意します。

■ T-30 トルクス ドライバ（交換用 CPU に同梱されています）。

■ #1 マイナス ドライバ（交換用 CPU に同梱されています）。

■ CPU アセンブリ ツール（交換用 CPU に同梱されています）。Cisco PID UCS-CPUAT= として別
途選択できます。

■ ヒートシンク クリーニング キット：交換用 CPU に付属しています。Cisco PID UCSX-HSCK=
として別途選択できます。

■ サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）：交換用 CPU に付属しているシリンジ。Cisco
PID UCS-CPU-TIM= として別途選択できます。

(2) 次から適切な交換用 CPU を発注します表 6（13 ページ）：

「Cisco サーバーの設置およびサービス ガイド」に記載されている手順に従って、CPU とヒート
シンクを慎重に取り外して交換します。

新しい CPU を追加するには、次の手順を実行します。

(1) 手順で使用可能な次のツールと資材を用意します。

■ T-30 トルクスドライバ（新しい CPU に同梱されています）。

■ #1 マイナス ドライバ（新しい CPU に同梱されています）。

■ CPU アセンブリ ツール（新しい CPU に同梱されています）。Cisco PID UCS-CPUAT= として個
別に発注できます。

■ サーマル インターフェイス マテリアル（TIM）（交換用 CPU に同梱されているシリンジ）。
Cisco PID UCS-CPU-TIM= として個別に発注できます。

(2) 表 6（13 ページ） から適切な新しい CPU を注文します。

(3) 新しい CPU ごとにヒートシンクを 1 つ発注します。PID UCSC-HSHP-240M6= GPU なしのサーバ
のために発注します。PID UCSC-HSLP-M6= GPU 付きのサーバのために発注します。

「Cisco サーバーの設置およびサービス ガイド」の指示に従い、CPU およびヒートシンクを慎重
に設置します。

注：CPU を保守する前に、次の手順を実行します。

■ デコミッションしてから、サーバの電源をオフにします。
■ HCIAF240C M6 All-Flash サーバーをラックからスライドして外します。
■ 上部カバーを取り外します。
Cisco Compute Hyperconverged with Nutanix52

https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/c240m6/install/c240m6.html
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/c240m6/install/c240m6.html
https://www.cisco.com/content/en/us/td/docs/unified_computing/ucs/c/hw/c240m6/install/c240m6.html


メモリのアップグレードまたは交換
メモリのアップグレードまたは交換

DIMM を追加または交換するには、次の手順を実行します。

ステップ 1 両側の DIMM コネクタ ラッチを開きます。

ステップ 2 カチッという音がするまで、DIMM の両端を均等にスロットに押し込みます。

注：DIMM のノッチがスロットに合っていることを確認します。ノッチが合っていないと、DIMM 
またはスロット、あるいはその両方が破損するおそれがあります。

ステップ 3 DIMM コネクタ ラッチを内側に少し押して、ラッチを完全にかけます。

ステップ 4 すべてのスロットに DIMM または DIMM ブランクを装着します。スロットを空にする
ことはできません。

Figure 16  メモリの交換

DIMM の交換またはアップグレードに関する詳細は、「Cisco サーバーの設置およびサービス ガイ
ド」を参照してください

注：DIMM を保守する前に、次の手順を実行します。

■ デコミッションしてから、サーバの電源をオフにします。
■ サーバの上部カバーを外します。
■ サーバをシャーシの前面から引き出します。
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技術仕様
寸法と重量 

表 26  HCIAF240C M6 All-Flash サーバーの寸法と重量

パラメータ 値
高さ 8.7 cm（3.42 インチ）
幅（スラム ラッチを含みません） 42.9 cm（16.9 インチ）
幅（スラム ラッチを含む） 48.0 cm（18.9 インチ）
奥行き 76.2 cm（30 インチ）
前面のスペース 76 mm（3 インチ）
周囲と側面の間に必要な隙間 25 mm（1 インチ）
背面のスペース 152 mm（6 インチ）
重量

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
0 HDD、0 CPU、0 DIMM、および 1 2300 W 電源

16.2 kg（35.7 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
0 HDD、0 CPU、0 DIMM、および 1 2300 W 電源

20 kg（44 ポンド）

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
1 HDD、1 CPU、1 DIMM、および 1 2300 W 電源

17 kg（37.6 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
1 HDD、1 CPU、1 DIMM、および 1 2300 W 電源

20.8 kg（45.9 ポンド）

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
8 HDD、2 CPU、32 DIMM、および 2 2300 W 電源

20.28 kg（44.71 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
8 HDD、2 CPU、32 DIMM、および 2 2300 W 電源

22.32 kg（49.2 ポンド）

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
0 HDD、0 CPU、0 DIMM、および 1 2300 W 電源

15 kg（33.14 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
0 HDD、0 CPU、0 DIMM、および 1 2300 W 電源

18.8 kg（41.45 ポンド）

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
1 HDD、1 CPU、1 DIMM、および 1 2300 W 電源

18.4 kg（40.55 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
1 HDD、1 CPU、1 DIMM、および 1 2300 W 電源

22.2 kg（48.86 ポンド）

次のオプション付きでレール キットなしの重量：
24 HDD、2 CPU、32 DIMM、および 2 2300 W 電源

26.7 kg（58.8 ポンド）

次のオプションとレール キット付きの重量
24 HDD、2 CPU、32 DIMM、および 2 2300 W 電源

28 kg（61.7 ポンド）
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電力仕様
サーバには、以下の電源ユニットを使用できます。

■ 1050 W AC 電源装置（表 27 を参照）

■ 1050 W V2（DC）電源ユニット（表 28 を参照）

■ 1600 W (AC） 電源ユニット（表 29 を参照）

■ 2300 W (AC） 電源ユニット（表 30 を参照）

表 27  HCIAF240C M6 All-Flash サーバー電源仕様（1050 W AC 電源）

パラメータ 仕様
入力コネクタ IEC320 C14

入力電圧範囲（V rms） 100 ～ 240

最大許容入力電圧範囲（V rms） 90 ～ 264

周波数範囲（Hz） 50 ～ 60

最大許容周波数範囲（Hz） 47 ～ 63

最大定格出力（W）1

注：
1. ローライン入力電圧（100 ～ 127 V）で動作時の最大定格出力は 800 W に制限されます

800 1050

最大定格スタンバイ出力（W） 36

公称入力電圧（V rms） 100 120 208 230

公称入力電流（A rms） 9.2 7.6 5.8 5.2

公称入力電圧の最大入力（W） 889 889 1167 1154

公称入力電圧の最大入力（VA） 916 916 1203 1190

最小定格効率（%）2

2. これは、80 Plus Platinum 認証を得るのに必要な最小定格です。認定値については http://www.80plus.org/ 
[ 英語 ] で公開されているテストレポートを参照してください。

90 90 90 91

最小定格力率 2 0.97 0.97 0.97 0.97

最大突入電流（A ピーク） 15

最大突入電流（ms） 0.2

最小ライドスルー時間（ms）3

3. 入力電圧のドロップアウト時、時間出力電圧は 100% 負荷の状態で規制の範囲内に留まります

12
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表 28  HCIAF240C M6 All-Flash サーバー電源仕様（1050 W V2 DC 電源）

パラメータ 仕様
入力コネクタ Molex 42820

入力電圧範囲（V rms） -48

最大許容入力電圧範囲（V rms） -40 ～ -72

周波数範囲（Hz） 該当なし
最大許容周波数範囲（Hz） 該当なし
最大定格出力（W） 1050

最大定格スタンバイ出力（W） 36

公称入力電圧（V rms） -48

公称入力電流（A rms） 24

公称入力電圧の最大入力（W） 1154

公称入力電圧の最大入力（VA） 1154

最小定格効率（%）1

注：
1. これは、80 Plus Platinum 認証を得るのに必要な最小定格です。認定値については http://www.80plus.org/ 

[ 英語 ] で公開されているテストレポートを参照してください。

91

最小定格力率 1 該当なし

最大突入電流（A ピーク） 15

最大突入電流（ms） 0.2

最小ライドスルー時間（ms）2

2. 入力電圧のドロップアウト時、時間出力電圧は 100% 負荷の状態で規制の範囲内に留まります。

5
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表 29  HCIAF240C M6 All-Flash サーバー 1600 W （AC）の電源仕様

パラメータ 仕様
入力コネクタ IEC320 C14

入力電圧範囲（V rms） 200 ～ 240

最大許容入力電圧範囲（V rms） 180 ～ 264

周波数範囲（Hz） 50 ～ 60

最大許容周波数範囲（Hz） 47 ～ 63

最大定格出力（W） 1600

最大定格スタンバイ出力（W） 36

公称入力電圧（V rms） 100 120 208 230

公称入力電流（A rms） 該当なし 該当なし 8.8 7.9

公称入力電圧の最大入力（W） 該当なし 該当なし 1778 1758

公称入力電圧の最大入力（VA） 該当なし 該当なし 1833 1813

最小定格効率（%）1

注：
1. これは、80 Plus Platinum 認証を得るのに必要な最小定格です。認定値については http://www.80plus.org/ 

[ 英語 ] で公開されているテストレポートを参照してください。

該当なし 該当なし 90 91

最小定格力率 2 該当なし 該当なし 0.97 0.97

最大突入電流（A ピーク） 30

最大突入電流（ms） 0.2

最小ライドスルー時間（ms）2

2. 入力電圧のドロップアウト時、時間出力電圧は 100% 負荷の状態で規制の範囲内に留まります

12
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技術仕様
具体的な構成の電力を計算するには、次の URL にある Cisco UCS 電力計算ツールを使用してください。

http://ucspowercalc.cisco.com

表 30  HCIAF240C M6 All-Flash サーバー 2300 W （AC）の電源仕様

パラメータ 仕様
入力コネクタ IEC320 C20

入力電圧範囲（Vrms） 100 ～ 240

最大許容入力電圧範囲（Vrms） 90 ～ 264

周波数範囲（Hz） 50 ～ 60

最大許容周波数範囲（Hz） 47 ～ 63

最大定格出力（W）1

注：
1. ローライン入力電圧（100 ～ 127 V）で動作時の最大定格出力は 1200 W に制限されます。

2300

最大定格スタンバイ出力（W） 36

公称入力電圧（Vrms） 100 120 208 230

公称入力電流（Arms） 13 11 12 10.8

公称入力電圧の最大入力（W） 1338 1330 2490 2480

公称入力電圧の最大入力（VA） 1351 1343 2515 2505

最小定格効率（%）2

2. これは、80 Plus Titanium 認証を得るのに必要な最小定格です。認定値については http://www.80plus.org/ で
公開されているテストレポートを参照してください。

92 92 93 93

最小定格力率 2 0.99 0.99 0.97 0.97

最大突入電流（A ピーク） 30

最大突入電流（ms） 0.2

最小ライドスルー時間（ms）3

3. 入力電圧のドロップアウト時、時間出力電圧は 100% 負荷の状態で規制の範囲内に留まります

12
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技術仕様
環境仕様
 HCIAF240C M6 All-Flash サーバーの環境仕様を 表 31 に示します。

表 31  環境仕様

パラメータ 最小
動作温度 10°C ～ 35°C（50°F ～ 95°F）の乾球温度 

1 時間あたりの最大温度変化は 20°C（36°F） 

（変化率ではなく、一定時間内の温度変化）
湿度条件：非制御、50% RH 以内の開始条件
900 m ごとに最高温度が 1 ℃ （33.8°F）低下。

拡張動作温度 5 ～ 40°C（41 ～ 104°F）、直射日光なし
湿度条件：非制御、50% RH 以内の開始条件
900 m ごとに最高温度が 1 ℃ （33.8°F）低下。

非動作時温度 乾球温度 -40°C ～ 65°C（-40°F ～ 149°F）
動作時の相対湿度 10 ～ 90%、最大露点温度 28°C（82.4°F）、非凝縮環境

-12°C（10.4°F）の露点または 8% の相対湿度より高い（湿気が
多い）ことが最低条件
最大露点 24°C（75.2°F）または最大相対湿度 90%

非動作時相対湿度 相対湿度 5% ～ 93%、結露しないこと、乾球温度 20°C ～ 40°C の
最大湿球温度は 28°C。

最長動作期間 無制限
動作高度 最大標高 3050 メートル（10,006 フィート）
非動作高度 標高 0 ～ 12,000 メートル（39,370 フィート）
音響レベル測定 
A 特性 ISO7779 LWAd（Bels）、23 °C

（73 °F）で動作

5.5

音圧レベル測定 
A 特性 ISO7779 LpAm（dBA）、23 °C

（73 °F）で動作

40
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技術仕様
拡張動作温度におけるハードウェア構成の制限 

表 32   HCIAF240C M6 All-Flash Server サーバーの拡張動作温度でのハードウェア構成の制限

プラットフォーム1

注：
1. 2 つの PSU が必要で、PSU 障害はサポートされません

ASHRAE A3（5oC ～ 40oC）2

2. Cisco UCS 非認定の周辺機器や 25 W 以上消費する周辺機器はサポートされません。

ASHRAE A4（5 oC ～ 45 oC）3

3. 高電力または最大電力のファン制御ポリシーを適用する必要があります。

プロセッサ： 155W+ 155W+ および 105W+（4 または 
6 コア）

メモリ： LRDIMM LRDIMM

ストレージ： M.2 SATA SSD

NVMe SSD

M.2 SATA SSD

NVMe SSD

HDD または SSD（背面ベイ）
ペリフェラル： PCIe NVMe SSD

GPU

PCIe NVMe SSD

GPU

VIC（スロット 1 および 4）
NIC（スロット 1 および 4）
HBA（スロット 1 および 4）
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技術仕様
コンプライアンス要件
HCI シリーズ サーバーの規制準拠要件を次に示します表 33。

表 33   HCI シリーズの規制準拠要件

パラメータ 説明

適合規格 本製品は、指令 2014/30/EU および 2014/35/EU による CE マー
キングに準拠しています。 

安全性 UL 60950-1 第 2 版 
CAN/CSA-C22.2 No. 60950-1 第 2 版 
EN 60950-1 第 2 版 
IEC 60950-1 第 2 版 
AS/NZS 60950-1
GB4943 2001

EMC：エミッション 47CFR Part 15（CFR 47）クラス A 
AS/NZS CISPR 32、クラス A 
CISPR32 クラス A
EN55032 クラス A 
ICES003 クラス A 
VCCI クラス A 
EN61000-3-2
EN61000-3-3
KN32 クラス A 
CNS13438 クラス A

EMC：イミュニティ EN55024
CISPR24
EN300386
KN35
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